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* 「事前課題」に取り組む前に，以下の⽂章（i〜ii ページ）を熟読すること 

 

n “FACT 選抜” において求める⼒ 
 早稲⽥⼤学⼈間科学部では，既存学問領域の枠内では扱いきれなくなりつつある現代の諸問題に対して，
諸科学の融合によるソリューションを提供するための研究・教育活動を⾏っています。この⽬的を達成す
るため，早稲⽥⼤学⼈間科学部が実施する “FACT 選抜” においては，⽂系・理系の区別を問わず，科学に
対する親和性と，探究する姿勢を有する⼊学者を強く求めます。 
 あらゆる科学的知⾒は，（1）「仮説の構築」と（2）「実験や観察による検証」，および，それらを踏
まえた（1́ ）「仮説の再構築」という営みの循環・反復によって発展すると考えられます。この営みを途切
れさせることなく推進するためには，理科的な発想ないしは現実世界の法則性を利⽤して創意⼯夫する⼒
と，実験・観察を正確に遂⾏するための技術や⽅法，そして⾼度な思考⼒と忍耐⼒が要求されます。 
 この科学の営みは，多くの場合，単なる⽂献的な知識の習得のみでは完遂することはできません。特に
「実験や観察による検証」の部分で，⽣じている事象を，主観や先⼊観，思い込みにとらわれずに鋭敏に
知覚する⼒，そして，それを客観的なデータに落とし込む⼒が要求されます。 
 加えて，この営みから得られる成果としての科学的な知⾒は，公表されることによって初めて広く世の
中に貢献する公共的な知識へと昇華します。そのように知識が共有化されるためには，複雑な現象を簡潔
にわかりやすくまとめ，表現するための確かな国語⼒の基礎が必要です。とりわけ，「⼈間科学」を標榜
する融合型の学問領域においては，異分野の専⾨家や，必ずしも専⾨的知識を持たない⼀般の⼈々との知
識の共有にもとづく協働が重要であり，複雑なことをわかりやすく，しかし過度に単純化することなく伝
える⼒が期待されます。 
 
n １次選考（書類審査）：「事前課題」のねらい 
 上記の前提に⽴ち，特に “FACT 選抜” の「事前課題」においては，「実験や観察による検証」のために
必要な，「⽣じている事象を，主観や先⼊観，思い込みにとらわれずに鋭敏に知覚する⼒，そして，それを
客観的なデータに落とし込む⼒」について，重点的に確かめたいと考えています。これは従来型の試験制
度では評価することが難しかった能⼒であり，しかし同時に，当学部が⼊学者に強く期待する能⼒でもあ
ります。 
 このような理由から，“FACT 選抜” の「事前課題」では，何らかの現象を観察することが課せられます。
そして，この観察の過程をいかに丁寧に扱うかが，課題レポートの成否を分ける重要な鍵となると予想さ
れます。なぜなら，観察を通じて得られるデータこそが，それ以降の検証作業や思考の前提となるからで
す。 
 また，「１次選考（書類審査）」における「事前課題」は，「２次選考（論述および⾯接試験）」におけ
る課題と抽象的な⽔準において関連するものとなっており，その意味において「事前課題」と称されてい
ます。従って，出願者⾃⾝が「事前課題」について主体的に取り組み，それをきっかけとして学びを深め
る活動⾃体が，「２次選考（論述および⾯接試験）」に臨むための準備ともなるだろうことについて申し
添えます。 
 複雑化する現代の諸問題に対するソリューションを提供するための，学融合的な学究を共に担う，未来
の同僚となるかもしれない皆さんの挑戦をお待ちしています。 

“FACT 選抜” において求める⼒と 
2022 年度 １次選考（書類審査）：「事前課題」のねらい* 
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n レポートの作成について 

 レポートの執筆にあたっては，以下の注意事項を熟読し，その指⽰に従ってください。 

• 指定の「レポート表紙」をつけて提出してください。「レポート表紙」は別ファイル
（FACT_cover_sheet_2022.pdf）になっていますので，⼈間科学部 Web サイトか
らダウンロードしてください。 

• レポート⽤紙（市販のレポート⽤紙もしくはプリンター⽤紙）のサイズは A4 判と
してください。また，⽤紙の⽚⾯のみを使⽤してください。 

• レポート（本体）の分量は，図表・図解・写真等，および参考にした⽂献のリスト
等を含めて， 5 ページ以上 10 ページ以内としてください。ただし，レポート本体
と別に資料を添付することも認めます。資料を添付する場合*は，A4 判 5 ページ以
内とし，レポート本体の後ろに，レポート本体とともに綴じてください。 

• ⼿書きによる他，ワードプロセッサ等を使⽤しても構いません。 

• フリクション・ボール等の「消せるボールペン／消せるサインペン／消せるマーカ
ー」等は使⽤しないでください。 

• 図表†・図解‡・写真等を効果的に使⽤したレポートを作成することを推奨します。
図表・図解・写真等においてはカラーを⽤いても構いません。なお，写真，図表・
図解，資料等を含め，レポートに出願者個⼈や所属を特定しうる情報を含めてはい
けません。 

• レポート本体のすべてのページの下部中央に，1 から始まる連番および総ページ数
によりページ番号（例：1/8，2/8，…，8/8 など。スラッシュの右側は総ページ数）
を記してください。 

• 課題に取り組むにあたり，科学的研究の⼿法⼀般に詳しい学校の先⽣等に助⾔を求
めてもよいこととします。ただし，実験の遂⾏，レポートの構成と執筆については
あくまでも⾃らが責任を持って主体的に⾏ってください。 

• その他，指定の「レポート表紙」に記載された各項⽬について確認してください。 

• 実験によって得られた⽣データは 2次選考の合格発表があるまで保管し，⼤学から
照会があった場合にはすぐに応じられるようにしてください。なお，⾯接の際など
にも⽣データについて確認する場合があります。 

• 出願者本⼈以外によるレポート作成や，剽窃・盗⽤，およびデータのねつ造等の不
正⾏為の疑いが認められた場合は，そのレポートを採点の対象外とします。 

以上

 
* 資料の添付は必須ではありません。なお，添付する資料は厳選してください。 
† ここでは「グラフ」や「表」を指すこととします。 
‡ ここでは広い意味での「図による説明」を指すこととします。 
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 以下の説明に従って複数の課題に取り組み，それらの結果を総合的に踏まえたレポート

を作成してください。なお，レポートの形式等については「レポートの作成について」（p.ii）

に従ってください。 

 

 

 

n 導⼊ 

 

⼀を聞いて⼗を知る 

 

 これは物事の⼀端について聞くだけで，すばやくその全体を知ることができる賢さを表

す古くからの⾔葉1です。⾼い洞察⼒や才能を持つ⼈を称えるときに使われることが多いよ

うに思われますが，たとえ私たちが特別に優れた洞察⼒を持たなかったとしても，科学的に

裏付けのある⽅法を⽤いれば，同様のこと̶̶ ⼀を聞いて⼗を知る ̶̶はなにも特別な

こととしてではなくごく普通に可能となります。 

 上の故事成語での「⼀」は「⼀部」という意味合いであり，必ずしも数としての「⼀つ」

ということではありません。物事の⼀部から全体を知るための科学における⽅法としては

｢サンプリング2｣と呼ばれる⼿法があり，これと確率的な考えとの組み合わせから，私たち

は知らず知らずのうちに多くの恩恵を受けています。たとえば，選挙の結果を開票前に予測

するために「⼀部」の投票所に訪れた「⼀部」の⼈を対象として，出⼝調査を⾏う場合など

がその例としてあげられるでしょう。サンプリングによる調査から得られる結果はあくま

で予測でしかないとしても，すべての票を調べるよりも短時間で実施でき，また経済的な負

担も抑えることができるなかで，未だわかっていないことについて知ることができるメリ

ットは⼤きいでしょう。 

 ⼀般に，サンプリングの⼿法を⽤いたアンケート調査を⾏う際，特にそれが 100万⼈以

上の集団の意⾒を知るための調査である場合は，適切な⽅法でサンプリングを⾏うのであ

れば， 400 ⼈程度（全体のおよそ 0.04 %）のサンプルサイズ3を調査すれば実⽤的な⽔準

で確からしい予測が可能となることが統計学的に知られています。これを上の故事成語に

なぞらえて表すならば， 

 

 
1 論語・公治⻑ 
2 全体からその⼀部を（ここでは特に調査の⽬的で）「標本」として取り出すこと。標本抽出。 
3 ⺟集団（調査対象となる集合の全体）から抽出した標本に含まれるデータの個数。 
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⼀を聞いて⼗を知る → 400 ⼈の意⾒を聞いて 100万⼈の意⾒を推測する 

 

と書けるかもしれません。 

 ただし，科学的に信頼でき，かつ，妥当な予測を⾏うためには，サンプルサイズだけでな

くサンプリングの⽅法⾃体にも注意しなければなりません。たとえば，選挙の出⼝調査の対

象者が特定の年齢層の⼈々に偏重してしまうと，その調査から得られる予測は，その選挙結

果を表すものとしてはおそらく妥当とは⾔えないものとなってしまうでしょう。 

 

 以降に⽰す課題では，上で紹介したサンプリングの考え⽅を応⽤して，さまざまな形の⾯

積を，いわゆる⾯積の公式を直接的に⽤いることなく近似的に求めることを試みながら，

「⼀を聞いて⼗を知る」ための科学的な⼿法とその限界あるいは注意点について検討して

いきます。これらの課題では必ずしも解が⼀つに定まるわけではありませんが，あなたの創

意⼯夫と科学的な思考に基づく豊かな報告を期待します。 

 
 
 
 
n 課題 1：サンプリングの考え⽅を⽤いて，あなたが所属する学校がある地域

の⾯積を概算する 

 

 サンプリングの考え⽅は，⼈に対するアンケート調査で⽤いられるだけではありません。

ここでは複雑な形状の⾯積をサンプリングの⼿法を⽤いて概算する⽅法について，あなた

が所属する学校の所在地を例として使⽤しながら検討していきます。 

なお，課題（課題 1 および後述の課題 2 に関連するすべての作業）の実施においては，⾃⾝

と他者の安全の確保に最⼤限の注意を払ってください。危険性があると判断されるもの，倫理

的に問題があると判断されるものについては，そのレポートを採点の対象としません。 

 

⽬的 
 

 あなた⾃⾝が所属する学校の所在地域（市区町村等）の⾯積を，その地図から概算する。 

 

作業の進め⽅ 
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 以下の⼿続きに従って作業を⾏ってください。 

 

1. あなたが所属する学校の所在地域（市区町村等）の地図4を⽤意し（複写等で可），
当該地域を取り囲む正⽅形を描く（例は図 1）。その際，使⽤した地図の縮尺を⽰す
スケールバーも地図の近くに描いておくとよい。 

 

図 1 学校の所在地域の地図の例5, 6 

 

2. 正⽅形の⼀辺を横軸（x 軸），それに直交する他の⼀辺を縦軸（y 軸）とし，それぞ
れに 0 から 1 まで，0.1 間隔で⽬盛りを付す。 

3. 0.00 から 0.99 まで（0.01 間隔）の数値から得られる乱数7を 2 個⼀組（たとえば

 
4 所属する学校周辺の紙の地図が⼿元にあればそれを⽤いてよい。 

なお，インターネット上で利⽤できる地図としては「地図で⾒る統計（jSTAT MAP）」
（https://jstatmap.e-stat.go.jp/jstatmap/main/trialstart.html）等がある。 

5 地図の出典：国⼟地理院（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）；政府統計の総合窓⼝(e-
Stat)（https://www.e-stat.go.jp/）。 

6 ここでは早稲⽥⼤学⼈間科学部のキャンパスそのものではなく，例としてその「最寄駅」がある⼩⼿指
こ て さ し

町
（1丁⽬〜5丁⽬）を取り上げている。対象とする地域は，市区町村等のいずれの区分でもよいので⾃⾝
で判断すること。また，「地図の縮尺」，「島や⾶び地などを対象に含めるか否か」についても⾃⾝で判断
してよい。 

7 乱数を⽣成する⽅法については各⾃で適切なものを採⽤してよいものとする。参考として以下のような
⽅法があげられるが，これら以外の⽅法を⽤いてもよい。 
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0.07と 0.78 等）として，⼗組⽤意する。 

4. 2 個⼀組の乱数をそれぞれ x 軸と y 軸の座標として，⽤意した乱数の組に対応した
点を正⽅形内に描く（例は図 2）。 

 

図 2 図 1 の正⽅形内に点を描いた例 
発⽣させた乱数の組を座標として 10 個の点が描かれている。 

 
5. あなたが所属する学校の所在地域（市区町村等）の地図上の領域内にある点を数え

（図 2 の例では 3 個），正⽅形内のすべての点の数（図 2 の例では 10 個）との⽐
（R）を計算する。 

6. あなたが⽤意した地図の縮尺から正⽅形の⾯積（Ssquare）を計算する。 

7. Rと Ssquareとの関係から，あなたが所属する学校の所在地域（市区町村等）の⾯積
 

・ 乱数を発⽣させるサービスを提供するインターネット上のWebサイトを利⽤する。 
・ 表計算ソフトで乱数を発⽣させる関数を利⽤する。 
・ 市販の「乱数サイ」を⽤いる：20 ⾯体の各⾯に 0〜9の 10 種類の数字が 2 つずつ表裏に配置された
乱数サイを振ることにより 0〜9のランダムな数値が得られる。これを 2個⽤いて 2桁の数値をそれ
ぞれのサイコロから読み取ると 00〜99の範囲の乱数が得られる（値の範囲を 0.00~0.99とするため
には 100で除せばよい）。 

・ 通常のサイコロを⽤いる：1 個のサイコロを振ると 1〜6 の乱数が得られるので，それぞれの数値か
ら 1 を引いて得られる 0〜5を 6進法の数値と⾒なす。サイコロを 3 個⽤いると，3 桁の 6進数（000
〜555）が得られる。これを 10進数に再度変換すると 000〜215の範囲の乱数が得られる。 

・ 数字を記⼊したカードを⽤いる：トランプ程度の⼤きさと厚さの紙に必要な数字を記⼊したものを作
成し，⼗分にシャッフルすることにより乱数を発⽣させる。このとき，引き抜いて数字を確認したカ
ードはその都度カードの束に戻す必要があるので注意すること。 

0

1

0 1
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（S）を計算する。 

 

 

結果のまとめ⽅ 

  
 結果を記述する際には必要に応じて図表や写真等を⽤いても構いません。 

 

• ⽤意する乱数の組の数が⼗組から 10 ずつ増えて百組にいたるまでの，あなたが所
属する学校の所在地域（市区町村等）の⾯積（S）の変化8を表にまとめる。 

• 上記で作成した表の内容を適切なグラフとして描く。 

 

 

考察のポイント 

 

• あなたが所属する学校の所在地域（市区町村等）の⾯積（S）は，乱数を座標として
描いた点の数が増えるに従ってどのように変化するか，その理由とともに考察する。 

• その他，必要に応じて⾃⾝の観点で考察する。 

 

発展問題 

 

 ここでは，地図上の地域の⾯積ではなく，図形の⾯積を概算したいものとする。 

 以下のような⽅法で円の⾯積を概算したところ，理論的に求められる値よりも過⼤とな

った。なぜそのような失敗が⽣じたかについて推測し，問題点を指摘せよ。 

 

（1） A4 判の⽤紙の中央に直径 12 cm の円を描き，その円を取り囲み，かつ円と正
⽅形の中⼼が⼀致するように⼀辺の⻑さが 15 cm の正⽅形を描いた。 

 
8 乱数の組が⼗組（すなわち描かれる点の数が 10 個）のときの S，⼆⼗組のときの S，三⼗組のときの
S，…，百組のときの Sをそれぞれ求めればよい。結果として得られる Sは 10 個となる。 
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（2） 円の⾯積を調べるために，正⽅形の内部に 100 個の点を散りばめ，円の内部に
存在する点の数と正⽅形の内部に存在する点の数9との⽐，および正⽅形の⾯積
から，円の⾯積を概算した。 

（3） ただし，正⽅形の内部に散布する点は，乱数として⽣成した座標にもとづいて
描くのではなく，図形の上部からサインペンを落下させ，ペン先が紙に接触し
た際につくインクの跡として描いた。まず，汚れがつかないように保護した床
に当該図形の描かれた⽤紙を置き，次に，⽤紙に描かれている円の中⼼の直上
付近で⼿に持ったサインペンを構え（⾼さはおよそ腰の位置），キャップを外し
たペン先を下に向けて⾃由落下させた。この⽅法により，⽤紙上に描かれるペ
ンの痕跡が正⽅形の内外に適度に散らばることを期待した。 

 

 

 

n 課題 2： 散りばめられた点の数から円の⾯積を概算する 

 

 課題 1 で⾏った内容を端的にまとめると以下のようになります。 

平⾯上の特定の範囲に「点」を均質に散布し，対象（この場合，あなたが所属する学

校の所在地域）内部の点の数と，⾯積が既知の図形（この場合，正⽅形）内部の点の

数との⽐率を利⽤して，対象とする領域の⾯積を概算する10。 

この⽅法では対象を含む特定の範囲に点が均質に散りばめられる必要がありますが，課題 1

では⼀様な乱数11を点の座標として⽤いることでこの要件を満たそうとしています。 

 ところで，点を均質に散らばらせることは，乱数の座標を介さなければ実現することはで

きないのでしょうか。たとえば，あなたが所属する学校の周辺地域に⼀定時間に降る⾬粒の

数を測定（あるいは推測）することができると仮定するならば，かつ，地域による⾬の降り

⽅に⼤きな差がないならば，地⾯に落ちた⾬粒の数から特定の地域の⾯積を概算すること

ができるかもしれません。また，たとえば⾷品の調理では，⾷品の部位による味の「むら」

が⽣じないように，⾷材や調味料を均質に分散させることが重要となる場合があります。そ

のための技術を応⽤すれば，⽬的の図形が描かれた⽤紙の上に複数の点を均質に散りばめ，

 
9 正⽅形が内包する円の内部にある点の数を含む。 
10 これは「モンテカルロ法」と呼ばれるものの⼀つの例である。なお，モンテカルロ法では⼀様でない乱
数を⽤いる⽅法もある。 

11 ⼀様乱数。ある区間（たとえば 0.00~0.99）で数値が同じ確率で発⽣する乱数。なお，ここでは真の乱
数とコンピュータプログラムで⽣成される疑似乱数については特に区別しないこととする。 
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図形内外の点を数えることによって⽬的の図形の⾯積を概算することが実⽤上問題のない

⽔準で可能となるかもしれません。 

 

 

⽬的 
 

 数値として乱数を⽣成することなく，⽬的の図形（円と正⽅形。詳細は後述）の内外に点

を散布し，散布された点を数えることによって円の⾯積を概算する。 

 

 

課題の要件 
 

 以下の要件を満たすように⾃⾝で計画を⽴案し，作業を⾏い，実際に⾯積を概算してくだ

さい。 

 

1. ⾯積を求める対象となる円：直径を 12 cm（半径 6 cm）とする。 

2. 1 の円を囲む正⽅形：⼀辺の⻑さを 15 cm とする。1 の円と 2 の正⽅形の中⼼が⼀
致するように円を正⽅形で囲む（図 3）。以降，1 と 2 を合わせて「⽬的図形」と呼
ぶ。 

 

図 3 ⽬的図形（円と正⽅形の組み合わせ）とその⼤きさ 

3. ⽬的図形に散布する点の⽣成⽅法：あなた⾃⾝で複数の⽣成⽅法を⽴案する。ただ
し，サイコロやカード，コンピュータプログラム等を⽤いて数値的に点の座標を⽣

15 cm

15 cm

12 cm
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成してはならない。 

4. ⾃⾝と他者の安全の確保に最⼤限の注意を払うこと。危険性があると判断される計
画，倫理的に問題があると判断される計画，消耗品以外の機材や環境を回復できな
いかたちで汚損・棄損させる可能性がある計画については，そのレポートを採点の
対象としない。たとえば以下のようなことは禁⽌事項とする。 

・ 鋭利な針や刃物を使⽤することを禁⽌する。 
・ ⾼所12から物体や物質を落下させることを禁⽌する。 
・ 重量物13を落下させることを禁⽌する。 
・ その他，安全を確保できない⾏為を禁⽌する。 

 
 

結果のまとめ⽅ 
 

 あなた⾃⾝が最善と思う⽅法で結果をまとめてください。結果を記述する際には必要
に応じて図表や写真等を⽤いても構いません。 

 

 

考察のポイント 
 

• あなた⾃⾝が⽴案した複数の⽅法について⽐較し考察する。 

• 複数の⽅法のうち，あなたが最善と判断した⽅法について，その理由とともに説明
する。 

• その他，必要に応じて⾃⾝の観点で考察する。 

 

以上 

 
12 50 cm 以上の⾼さから物体や物質を落下させることを禁⽌する。 
13 重量が 10 g 以上の物体や物質を落下させることを禁⽌する。 


